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ワークショップは以下のとおり、開催された。 
 
研究目標 
 経済学の手法を用いて様々な流通現象を説明する理論モデルを構築してそのメカニズム 

を解明することをテーマとする。今年度も前年度から継続して、寡占市場のマーケティング

競争などに関する課題に取り組むことを研究目標とする。 
 
報告者および題目 
座長：倉澤資成（横浜国立大学名誉教授） 
1. 報告者：塚本瞬（名古屋大学大学院経済学研究科特別研究員） 
 論  題：Content Provision, Advertising, and Capacity-Constrained Platforms 
2. 報告者：松島法明（大阪大学社会経済研究所） 
  論 題：Data-Driven Mergers and Personalization 
 
座長：丸山雅祥（神戸大学名誉教授） 
3. 報告者：松村敏弘（東京大学社会科学研究所） 
 論  題：Promoting Green or Restricting Gray? An Analysis of Green Portfolio    

    Standards 
4. 報告者：成生達彦（同志社大学大学院ビジネス研究科） 
 論 題：移転価格、権限移譲と戦略変数の選択 
 
ワークショップの討論内容 
 研究目標に沿って得られた成果について、以下では 2 件の概要を示す。 
 
・塚本報告は、第 3 者企業によるコンテンツ供給と広告を同時に扱うことが可能なメディ

アプラットフォーム（具体的には放送局やこれに類するライブ配信サービス）の、コンテン
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ツ・広告の構成および価格競争を考察した研究である。プラットフォームは自前のサービス

に加え、広告と第 3 者企業からのコンテンツの割合を決めるとともに、ユーザーへの課金

や企業への対価、広告料金などを複占のホテリングモデルにおける競争において決定する。

定式化したモデルのパラメータの条件により、3 種類の均衡パターンが生じうる。そのうち

2 つは、両プラットフォームが枠の全部をコンテンツ供給企業に割り当てる（広告を一切流

さない）均衡、および両プラットフォームが枠の全部を広告枠として販売する（外部コンテ

ンツを一切流さない）均衡である。残りの 1 つは、あるプラットフォームが枠の全部をコ

ンテンツ供給企業に割り当て、他のプラットフォームが枠の全部を広告枠として販売する

均衡である。最後の非対称均衡は、消費者が、コンテンツを流すプラットフォームからは高

い効用を、広告を流すプラットフォームからは低い効用を得ているという意味で、垂直的製

品差別化を描写している。広告の有無に対応して課金の有無が選択できるという現実にも

よくみられるプラットフォーム戦略は、独占的なプラットフォームの価格差別戦略として

これまで論じられてきたが、本報告は、同様の結果が異なる寡占プラットフォームの競争の

結果としても発生しうることを明らかにしている。 
 
・松島報告は、大量の消費者データの獲得を意図した支配的なデジタルプラットフォームに

よる新興企業の合併が経済厚生に与えるインパクトを考察した研究である。このような企

業合併はデータ収集の市場とデータ利用の市場を結びつける。具体的な例としては消費者

データ収集を行うウエアラブル（ウオッチ）の市場とそのデータが利用可能な健康保険の市

場である（この研究は Google と Fitbit の合併に動機づけられている）。消費者データを手

に入れた健康保険市場の企業はそのデータを使って保険をパーソナライズできるとする。

それぞれの市場を複占のホテリングモデルを使って表し、保険市場の一方の企業がウエア

ラブル市場の劣勢の企業を合併する場合のインパクトを分析する。合併企業は保険市場の

利益を使ってウエアラブル市場の赤字を補填することができるので、合併は両方の市場に

おいて競争の強度を高め、合併以外の企業の利潤を減少させる。モデルのパラメータの条件

により、2 種類の均衡パターンが生じうる。1 つは両市場とも合併企業の独占とならない均

衡である。この場合、合併を阻止すれば、残りの企業の利潤は高まるが、総消費者余剰は減

少する。また限界費用未満の価格付けを禁止すれば、残りの企業の利潤は高まるが、すべて

の消費者にとって不利益になる。もう 1 つは、両市場とも合併企業の独占となる均衡であ

る。両市場のシナジーが大きいとこの均衡が生じる。この場合、合併を阻止すれば、残りの

企業の利潤は増加し、総消費者余剰も増加する。また限界費用未満の価格付けを禁止すれば、

残りの企業の利潤は高まり、保険市場のすべての消費者には利益になるが、ウエアラブル市

場のすべての消費者には不利益になる。 
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